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動物科学専攻 動物科学専攻は、動物栄養学、動物遺伝育種学、家畜繁殖学、動物資源利用学、

動物管理学、基礎獣医学、病態獣医学、応用獣医学、臨床獣医学の分野において

高度な専門知識と先端的な研究技術を修得させることにより、地域社会や国際社

会において、動物関連産業で活躍する高度専門職業人と、ヒトと動物が共生する

豊かな社会の実現を目指す研究能力を備えた人材の養成を目的とする。 

バイオフロン

ティア専攻 

バイオフロンティア専攻は、寒冷環境に適応する種々の生物に見られる多様な生

命活動を対象に、最先端のバイオサイエンスおよびバイオテクノロジーに関する

統合的な学習を通し、生物生産から人類の生活の質（Quality of Life）の向上、

および、人類と生物の共生について理解を深めるとともに、バイオサイエンス分

野で国際的に活躍できる研究能力を備えた人材や問題解決能力のある高度専門

職業人の養成を目的とする。 

出典：岩手大学 HP 教育研究上の目的 

http://news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/master/purpose/index.html 

 

２．入学者の受入 

入学者の受け入れについては、アドミッション・ポリシーを設定し、出願資格、選抜方

法等とともに大学 web サイト（岩手大学 HP 岩手大学入試情報 

http://www.iwate-u.ac.jp/nyusi/kenkyuka_admission_policy.html）にて公開し、10 月

および４月入学者の入学試験を実施している（表２）。 

 

表２ 農学研究科の入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー） 

  岩手大学農学研究科は、農学の重点分野である生命科学と環境科学分野において、専門的な

知識と高い論理性、課題発見・解決能力などを修得することによって、最先端の科学・技術の

発展に寄与できる研究者と、地域社会や国際社会に貢献できる高度専門職業人を養成すること

を目的としています。 

このような観点から、本研究科では、それぞれの分野の学修・研究に必要な専門的基礎学力

と語学力、および次のような資質・能力を有する人を求めます。  

1.寒冷環境における生命科学分野の研究や生物資源の機能開発および人間の健康に役立つ食

品の利用開発に取り組み、それらの研究成果を地域から世界に発信しようとする人 

2.わが国の食料自給率の向上と環境保全型農林業の発展に使命感を持ち、農学を駆使して幸福

感溢れる地域の農林業振興をライフワークにできる人 

3.人と環境との共生、環境と経済とのバランスを探求し、国内外を問わず豊かな地域社会の構

築に情熱を注ぎ込むことができる人 

出典：岩手大学 HP 岩手大学入試情報 

 http://www.iwate-u.ac.jp/nyusi/kenkyuka_admission_policy.html 

 

農学研究科の入学定員は農学生命専攻 20 名、応用生物化学専攻 15 名、共生環境専攻

16 名、動物科学専攻８名、バイオフロンティア専攻８名で合計 67 名である。過去６年

間（平成 22～27 年度）の平均入学者数は、定員の約 90％ となっている。（表３）。また、

修士課程修了後、さらに研究を深めたい場合は岩手大学連合農学研究科の博士課程に進

学している。 
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２ 教育の方法と工夫 

（１） 授業形態の組合せ 

地理的に離れた４大学に配置された学生を対象に教育を行うという、連合大学院の

デメリットをメリットに変えるべく、種々の授業形態を組み合わせたカリキュラムを

実施している。 

「科学コミュニケーション」は４構成大学の１年生を一箇所に集めた合宿形式で行い、

班編成によるグループ討議やコミュニケーションを通じた学修プログラムである。 

「研究インターンシップ」は連携大学院の研究機関で客員教授の指導を受けながら研

究現場の経験を積む実習形式である。 

「科学英語」と「専攻別特論」は構成４大学を多地点遠隔講義システムで接続した講

義形式である。「科学英語」は外国人講師による講義で、その内容は英語によるプレゼ

ンテーション、ディスカッション、論文作成の指導を行っており、履修者の要望を受

ける形で、平成 27 年度から前期、後期の２回、外国人講師が構成大学を直接訪問し英

語による実際的コミュニケーションの機会を充実させている。 

「農学特別講義Ⅰ（英語）」及び「農学特別講義Ⅱ（日本語）」は全国６大学に設置さ

れた連合農学研究科の 18 構成大学を多地点遠隔講義システムで結び、豊富な教育スタ

ッフによる先端的な講義を行っている。 

なお、それぞれの科目も講義と実習を組み合わせたものとなっている【別添資料１：

教育課程表】。 

 

（２） RA 採用による教育効果 

 博士課程学生を RA として採用し、学生への経済的支援を行っている。博士課程学

生が RA として教員の研究及び教育に関与することは教育効果も期待でき、このことに

より若手研究者養成の促進に寄与している。平成 25 年度に就業時間数の上限を 200

時間から 300 時間に増やしたことが応募学生の増加につながっている。 

 

表４ RA 採用の実績 

 平成22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

RA 採用者 49 42 51 61 72 83 

 

（３） 学生の種類別科目履修例の提示 

博士の学位取得への道筋が明確になり、それぞれの学生の将来に役立つ知識や能力

の修得ができるよう進学生、留学生、社会人といった学生の種類別に科目履修例を作

成し、成績評価基準とともにシラバスに提示した。 

 

（４） 学位取得に向けた働きかけ 

「科学コミュニケーション」の講義では、大学や研究機関に勤務する修了生を講師

として、博士課程在学中の心掛け、論文が学会誌に掲載可となるまでのプロセス、な

どの経験談を在学生に講義し、意見交換を行う「学位取得への道」の時間を設けてい

る【別添資料２：科学コミュニケーション日程表】。またアンケート調査結果から、合

宿形式で学位取得という厳しい状況に置かれた学生同士のコミュニケーションを図ら

せることが、モチベーションを高めるのに役立つことを把握している。これを踏まえ、

多地点遠隔講義システムを利用した講義で、他大学の学生と一緒に受講することが競

争意識を芽生えさせ、自主的な学習の取組みを促している。 

 

（５） 他大学の教員による指導 

学生の研究指導は３人体制で、そのうちの１人は他大学の教員が担当している(第２

副指導教員)。異なる教育環境にある他大学を訪問して、その教員から客観的視点によ

りアドバイスを受けることは、研究進展方向の可能性を広げるものであり、他大学配
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属の学生との協調と競争意識が芽生え、教育効果は大きい。 

 

（６） デュアル・ディグリープログラム 

協定大学であるサスカチュワン大学（カナダ）と本研究科の双方で指導を受け修了

した場合、本研究科及びサスカチュワン大学から学位（岩手大学：博士（農学）又は

博士（学術）、サスカチュワン大学：博士（植物学））が授与される。専用の入試制度

を持つ教育プログラムであり、学生は双方の大学の必要な科目履修及び英語による

Comprehensive Examination(総合試験)並びに英文の学位論文作成が要件となってい

る。【別添資料３：デュアル・ディグリープログラム教育課程表】 

 

３ その他 

（１） アンケート調査 

平成 25 年 7 月に、指導教員、在学生、修了生、修了生就職先に対して、本研究科に

おける教育課程の評価を目的としたアンケート調査を行った。その結果、在学生が今

後もっとも伸ばしたいと考えている能力は「自分の研究分野の専門的知識」であった。

修了生アンケートでは、在学中に自分の知識や能力を伸ばすことができたと思うこと

についての質問では、「自分の研究分野の専門的知識」が最も多かった。 

なお、現在研究に従事している修了生に対してここ数年で強化したいと思う点につ

いて聞いたところ「科学英語の能力（ヒアリング、会話能力）」を上げる者が最も多

く、本研究科に対しもう少し力を入れてほしかった事項として英語によるコミュニケ

ーション能力を向上させるプログラムの充実をあげる者（自由記述）もあった。 

また、修了生の就職先へのアンケート調査の結果、修了生の能力評価で高い評価を

与えているのが「専門的知識」であり、「科学英語力（ヒアリング、会話能力）」に対

して高いと評価した回答数は必ずしも多くなかった。 

 

（２） 学生への交通費支給 

「科学コミュニケーション」、「研究インターンシップ」、「国際学会コミュニケー

ション」参加のための交通費、第２副指導教員に研究指導を受けるために他大学を

訪問するための交通費、研究成果を学会で発表するための交通費を支給することが

できる基準を設け実施している。 

 

連合農学研究科学生への交通費支給基準について 

http://ugas.agr.iwate-u.ac.jp/jp/pdf/h27/koutsuhi.pdf 

 

（３） 学生表彰制度 

学生の自主的な学習を促す取組みの一つとして、学生表彰制度による優秀学術賞

を授与した。（10 名 平成 22 年度～平成 26 年度） 

 

岩手大学大学院連合農学研究科学生表彰実施要項 

http://ugas.agr.iwate-u.ac.jp/jp/20-kisoku/142kisoku.pdf 

 

(水準) 

 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

距離的に離れた４構成大学の博士課程学生教育を、多地点遠隔講義システムを利用し

て、講義や演習、実習等を組合せた多彩な教育を行っている。また、修了生による「学

位取得への道」の講義を行うなど、学位取得に向けた働きかけを行っている。これらの

ことは、在学生や指導教員、修了生の雇用者をはじめ、平成 25 年に行なった外部評価で

も委員から高く評価され、関係者の期待に応えている。 

大学院教育の充実を目指し、教育改善の取り組みも進めている。定期的に学生や雇用
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先などの関係者にアンケート調査及び修了生懇談会を行い、その結果分析を改善につな

げている。たとえば、英語によるコミュニケーション力向上の要望に対しては「科学コ

ミュニケーション」の留学生との交流を促す実施体制の充実（別添資料２）や「科学英

語」を前期・後期の２回開講すると共に外国人講師が構成大学を訪問するよう改善して

対面による英語コミュニケーションの機会を増やした。農業経営者である社会人学生か

らの要請については、３つの専攻別特論の内１つは後期に開講して社会人学生が受講し

やすい環境を整えた。これら学生等の関係者の要請を的確に把握して教育内容の改善に

活かしている。また、サスカチュワン大学とのデュアル・ディグリープログラムの締結

によりグローバルな人材養成目標に沿った高い水準の教育内容を行っている。 

以上のことから、教育の内容と方法について、関係者の期待する水準を上回ると判断

した。 

 

 

分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果  

(観点に係る状況) 

本研究科における課程修了による学位授与者数は表５のとおりであり、標準修了年度

内の授与者の割合が増加傾向にある（第一期中期目標期間平均 60％、今期平均 66％）。 

 

表５ 学位授与数及び標準修了年度内の授与者の割合 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

学位授与者 

(標準修了) 

33 

(58％) 

21 

(67％) 

27 

(56％) 

28 

(71％) 

24 

(79％) 

 

本研究科課程での教育・学修成果について、修了生、修了生の就職先、主指導教員に

対するアンケート調査では、学生が専門的知識、幅広い研究分野の知識、コミュニケー

ション能力の向上を認めたとする多くの回答が寄せられている【別添資料４： 点検評価

報告書、アンケート調査結果】。 

 

なお、前回（平成 19 年度）調査との比較では、修了生で知識や能力を伸ばすことがで

きたと思う肯定的評価の回答比率は上昇し、教育・学修成果における質の向上を確認で

きる。 

・「自分の研究分野の専門知識」の前回評価の 56％から 77％(+21p) 

・「専門分野以外の幅広い知識」の前回評価の 67％から 72％(+5p) 

・「研究コミュニケーション能力」の前回評価の 59％から 68％(+9p) 

・「科学英語の能力（ヒアリング、会話能力）」の前回評価の 22％から 49％(+27p) 

 

同様に修了生の就職先に対して行った博士課程を修了した職員（就職者）の能力をど

のように評価するかに関する調査の比較では、 

・「自分の研究分野の専門知識」の前回評価の 100％から 86％(-14p) 

・「専門分野以外の幅広い知識」の前回評価の 69％から 86％(+17p) 

・「研究コミュニケーション能力」の前回評価の 74％から 80％(+6p) 

・「科学英語の能力（ヒアリング、会話能力）」の前回評価の 52％から 62％(+10p) 

であった。 

 

 これら調査結果から、第２期中期目標期間における教育内容・方法の工夫や改善が、

教育・学修成果に反映されていると判断できる。 
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(水準) 

 期待される水準にある。 

(判断理由) 

 標準修了年限内の学位授与率は近年上昇傾向にあり今期平均の 66％は、第１期中期目

標期間を上回っている。また、修了生、修了生の就職先、主指導教員に対するアンケー

ト調査では、専門的知識、幅広い研究分野の知識、コミュニケーション能力の向上を認

めたとする多くの回答が寄せられている。 

以上から、本研究科の適切な教育指導体制の下で多くの学生が学位を取得しており、

在学生、修了生、修了生の雇用者及び構成大学の指導教員の想定する関係者は、学生が

身に付けた学力や資質・能力に対し高い割合で肯定的な評価をしており、期待に応えて

いると判断する。 

 

観点 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

平成 22 年度～平成 27 年度の本研究科修了生総数は 155 名で、その内、修了時におけ

る就職先の内訳は大学教員が 18％、研究所・団体等の研究員が 30％、民間企業の研究員

等が 10％で、教員と研究員等を合わせて全体の半数以上を占めている。その他、ポスド

ク等が 22％、自営 1％となっており、進路未定者は 20％であった。産業分野別に見ると、

教育分野、製造業(科学研究員)、農林水産業が多く、修了後も研究生やポスドクとして

研鑽を積む人数も多いが、職業に就く者の中では研究員や教員、農学分野の職業人が多

くなっている。 

 

表６ 修了者就職状況 

職 種 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 合計 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

大学教員 4 12% 5 24% 7 26% 3 11% 3 14% 6 25% 28 18% 

研究所・団

体等研究員 

11 33% 6 29% 8 30% 8 29% 8 36% 9 38% 50 32% 

民間企業研

究員（職） 

4 12% 3 14% 2 7% 3 11% 2 9% 1 4% 15 10% 

その他（含

む研究生

等） 

11 33% 2 10% 5 19% 9 32% 3 14% 0 0% 30 19% 

自営 0 0% 0 0% 0 0% 1 4% 0 0% 1 4% 2 1% 

未定 3 9% 5 24% 5 19% 4 14% 6 27% 7 29% 30 19% 

合  計 33 100% 21 100% 27 100% 28 100% 22 100% 24 100% 155 100% 

 

 

修了生の就職先に修了生の能力評価を問うアンケート調査（前掲：平成 24・25 年度点

検評価報告書並びに外部評価報告書）によれば、修了生が有する能力としての好意的評

価は、「専門知識」が 86％、「専門以外の幅広い知識」が 86％、「研究コミュニケーショ

ン能力」が 80％、「科学英語力」が 62％であり、学業成果に関する学生自身の評価を大

きく上回る評価を受けた。 
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(水準) 

 期待される水準にある。 

(判断理由) 

修了生の就職先として教員や研究員の割合が相対的に高いことは、連合農学研究科の

人材養成目的に沿うものである。また、修了生の就職先から専門知識や専門以外の知識、

研究コミュニケーション能力が高いと評価されている。これらのこと等から、関係者の

期待に応えていると判断する。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 

 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

事例１ 「副指導教員による研究指導の実質化（学位論文研究進捗状況報告会の義務化）」 

本研究科の学生指導は、主指導教員と２名の副指導教員の計３名で行なっていたが、

特に他大学の教員が就任する第二副指導教員については、研究指導への関与が希薄化す

る状況も一部認められた。このことから、平成 25 年度より毎年１回、学生と３名の指導

教員が一同に会して実施する学位論文研究進捗状況報告会の開催を義務化し、２名の副

指導教員による研究指導への関与を確実にする措置をとった。また、２回の進捗状況報

告会の実施をもって特別演習の単位を認定することとし、副指導教員がかかわる研究指

導を単位の形で明確にし、３名の教員による研究指導体制の実質化をより進展させた。

これにより、きめ細かい多角的観点に立った指導がなされ、より効率的な研究及び完成

度の高い論文作成を可能とする体制となった。このことも反映して、第２期中期目標期

間における標準修了年度内の授与者の割合は増加傾向にある。 

 

事例２ 「他機関との教育連携」 

本研究科を特徴づける独自の教育組織として、新たに平成 22 年４月青森県産業技術セ

ンターと連携大学院協定の締結を行った。さらに、寒冷圏農学分野の教育連携を目指し

て、平成 26 年２月にモンゴル生命科学大学大学院及び同大植物防疫研究所と学術交流協

定を締結し、平成 26 年３月にはサスカチュワン大学農業生物資源学部植物科学科とデ

ュアル・ディグリープログラム協定を結び、加えて平成 26 年 11 月ダッカ大学生物学部

と学術交流協定を締結した。これらの機関との教育連携として、研究インターンシップ

の受入及び学生や教員の相互交流の成果を得る等、幅広く、層の厚い、しかも国際通用

性が高い、充実した教育体制を整えた。 

 

事例３ 「教員資格審査の厳格化」 

 本研究科の教員資格審査は 4 つの構成大学に共通する独自の審査基準に基づき行って

おり、随時その基準や方法の見直しを行っている。平成 18 年４月には主指導教員資格の

再審査制度を導入し、8 年毎の継続的な審査をおこなっている。平成 26 年４月からは直

接学生の指導に当たる主指導教員の資格基準をより厳格化し、大学紀要や試験場報告等

を除くレフェリー付きの学術雑誌で筆頭著者や責任著者の論文数を重視した評価基準に

基づき実施している。 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

事例１ 

本研究科における課程修了による学位授与者数は、表５のとおりであり、標準修了年

度内の授与者の割合は第１期中期目標期間に比べ増加傾向にある（第１期平均 60％、今

期平均 66％）。このことについては、各種のアンケート調査や意見聴取、外部評価等を

踏まえながら、指導体制の改善、教育内容・方法の工夫、学位取得に向けたモチベーシ

ョンを高めるための働きかけなどに取り組み、それらの着実な成果が反映されたと判断

する。 

 

事例２ 

修了生に対して行ったアンケート調査では、「修了生で知識や能力を伸ばすことができ

たと思う」に関する質問において、「自分の研究分野の専門知識」（56％から 77％(+21p)）

や、「科学英語の能力（ヒアリング、会話能力）」（22％から 49％(+27p)）などを始め、

前回（平成 19 年度）調査と比較して、高い評価を得た。 

同様に修了生の就職先に対して行った博士課程を修了した職員（就職者）の能力をど

のように評価するかに関する調査でも、「専門分野以外の幅広い知識」の前回評価の 69％

から 86％(+17p)、「科学英語の能力（ヒアリング、会話能力）」（52％から 62％(+10p)）
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など、第１期の調査と比べて高い評価であった。 

 このことについても、事例１同様に、本研究科における教育の実施体制や指導体制の

改善、教育内容・方法の工夫、学位取得に向けたモチベーションを高める働きかけなど、

それぞれの取り組みの成果が反映されたと判断する。 

 


